


















































インドネシア ･ムハンマディーヤ全国大会とその周辺 樋口 美作 217
サ トー マレーシアの企業特色 (cI)と民族､宗教 :多民族 ･多宗教国家だからこそ
成功したサ トー のマレーシア進出 藤田東久夫､小野 隆彦 227
<歴史 ･文化>
ヌワイリーによる砂糖きびの栽培法と砂糖の製法 佐藤 次高
イブン ･アルハ-ツジュによる砂糖精製所の実態 佐藤 次高
エジプトにおける文化財の保存問題-デルタ地域の事例-長谷川 奏､吉村 作治 251
エジプトにおける文化財の保存問題一オアシス地域の事例一長谷川 奏､吉村 作治 263
古代の医術と医療器具-エジプ ト･ルクソールの地方博物館から一
吉村 作治､長谷川 奏､小野 隆彦 275
中東文化遺産の公開手法とデジタル化一フランス ･ルーブル博物館-
吉村 作治､長谷川 奏 279





コミュニケーション ･エイ ドとしての管楽器 :電力の供給を必要としない音声合成器
池畑 光浩､及川 靖広､永野 桃子､山崎 芳男 311
高速1bit信号とfO映像での無形文化遺産等の記録伝送システム












北村 歳治 (早稲田大学大学院 ･国際情報通信研究科 ･教授)
研究分担者 :
吉村 作治 (早稲田大学 ･人間科学部 ･教授)
佐藤 次高 (早稲田大学 ･文学部 ･教授)
湯川 武 (慶鷹義塾大学 ･商学部 ･教授)
山崎 芳男 (早稲田大学大学院 ･国際情報通信研究科 ･教授)
店田 鹿文 (早稲田大学 ･人間科学部 ･教授)
孫崎 亨 (防衛大学校 ･公共政策学科 ･教授)
畑中 美樹 (財 ･国際開発センター ･エネルギー環境室 ･室長)
長谷川 奏 (早稲田大学 ･エジプ ト学研究所 ･助教授)
及川 靖広 (早稲田大学･国際情報通信研究センター ･講師)
また､研究協力者として､
高橋 謙三 (福井大学 ･工学部 ･教授)
保坂 修司 (早稲田大学 ･イスラム科学研究所 ･客員助教授)
鴨川 明子 (日本学術振興会 ･特別研究員)
ー 1-
基盤 (A) IT等の科学技術の視点を踏まえたイスラム問題の現状と今後の展開に関する研究
樋口 美作 (日本ムスリム協会名誉会長､早稲田大学 ･イスラム科学研究所 ･客員研究員)
藤田東久夫 (麻 ]サ トー ･代表取締役会長､早稲田大学アジア太平洋研究科 ･博士課程在学)



















































































夫及び小野隆彦 ｢サ トー ･マレーシアの企業特色(cI)と民族､宗教 :他民族 ･他宗教国家だ


























長谷川 奏及び吉村 作治 ｢エジプ トにおける文化財の保存問題-デルタ地域の事例-｣
は､-レニズム時代､ビザンチン時代からイスラム時代にかけて歴史的な都市としての活動
を行ってきたアレクサンドリアに焦点をあてて発掘調査に係る諸条件を明らかにするととも
























































の工学関係者の関心を引いた｡その成果の一端は､池畑 光浩､及川 靖広､永野 桃子及
び山崎 芳男 ｢コミュニケーション ･エイ ドとしての管弦楽 :電力の供給を必要としない音



































































































































































おける光､音､水､樹木｣､北村 歳治 (早稲田大学)｢イスラム世界の金融｣､飯塚 正人
(東京外国語大学AA研)｢イスラムの生命倫理-クローンと臓器移植-｣､滞田 哲生 (東京
工業大学)｢イスラムと原子力開発｣､菅野 重樹 (早稲田大学)｢ヒューマノイ ド･ロボッ
トは偶像崇拝か｣､酒井 啓子 (アジア経済研究所)｢イラク戦争とメディア｣､高木 徹
(NHK)｢9.11とメディア｣｡
さらに2005年第5回国際シンポジウムにおける佐藤 次高 (早稲田大学)｢イスラムの公















































































































































































































Time Presentation W eake
r14:00-15:00 Divers止yandPossibilitiesofⅠS血nicScences:CormuncatonandEnergySavingMr.YoshioYAMASAKⅠandMr.Yasuhiro0ⅠKAWA(L∝turers,GITI,WasdaUniverity),Ms.MomokoNAGANO(ResacerISSRGCWasedaUniverity)KiyoshiOGⅠNOandMr. tsuhroIKEHAT (PhD.Candiats,GITS,Waseda
ity)15:00-15:30 ICTirmovationinMalaysla Dr.YewKokMeng(SeniorManagpr,HigherEducationClientSqvicsUnit,ClientSevicsDeparme
nt,MDC)15:30-15:45 Cof




Presentation Speaker9:30-9:40 WelcomeSpeech Presid
entorMultimediaUniVerslty9:40-9:50 SpeechfromWasedaUniverslty Objectivesofthisworkshop ProfessorToshiharuKITAMURA(GraduaeSchooofGlobalInfomationandTelecommunica
tionStudiesWasedaUniversity)9:5
0-10:10 SpeechfromMinis













































































































































































































マイヤ朝の生残 りがイベ リア半島に逃れ､コル ドバを基点とする後ウマイヤ朝(756-1031
- 30-






























































を震据させた (第 1次ウィーン包囲)｡マジャール人は､その頃には既にキリス ト教カ ト
- 32-












































































































































































































ン朝 (840- 1041年そして東西に分裂して～ 1212年)以降､イスラム教徒から他宗教-
改宗することはなかった｡25
-方､軍事的には､セルジューク･トルコ(1037- 1157年)のように､ペルシャに進出し
































































































































































































































なっているが､仮にこれ ら2国が2007年にEUに加盟 したとしても､すでに先行 してEU



















































































































































































































危機意識は､米国の2001年 9月の同時多発テロ事件に先行 している｡ これは､1999年 2
月にウズベキスタンで大統領暗殺未遂の連続爆破事件が生じ､同年 8月にはチェチェンで




































































































































































































































































































5 前掲の 『世界に広がるイスラーム』第 1章(太田敬子)｢イスラーム拡大とシリア｣ を参照｡このよ
うな考え方によれば､ウマイヤ朝は ｢アラブ帝国｣であ り､アラブ人の特権が薄れ今 日
- 62-
北村 歳治 イスラムの歴史的な展開と今日のイスラム問題










































































31 このモロ族の名称は､イベ リア半島で長年キリス ト教徒を支配 してきたイスラム教徒のムーア
(モロ)人を意味している｡この名は､1522年にマジェランに率いられたスペインの船隊が太平洋
をようやく渡 りきったフィリピン諸島でイスラム教徒に出会ったときの驚情を示している｡






35 外務省のウェブサイ トの ｢各国･地域情勢｣､21世紀研究会 ｢イスラームの世界地図｣文春新書､
2002年､等による｡
36 ロンドン･エコノミス ト "SpecialReport---ⅠntegratingMinorities" 2004年 2月 7日号を参照｡
- 64-
北村 歳治 イスラムの歴史的な展開と今日のイスラム問題
37 北アフリカのモロッコに接するスペインのマ ドリー ドでは､2004年 3月にイスラム
過激派による列車同時爆破事件が生 じた｡ ヨーロバの周辺では､2003年 5月にモロッコ
のカサブランカでホテル とユダヤ関連施設､また､ トル コのイスタンブールでユダヤ関
連施設 と英国関係の施設が爆破 されている｡


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































14 ロバー ト･ケ-ガン 『ネオコンの論理』光文社､2003年
15 ジョセフ ･ナイ ｢アメリカ帝国の虚構-ソフトパワーを損なう単独主義の弊害｣『フォーリン･













































1.ブ ッシュ ･ドク トリン成立の背景
ブッシュ大統領はテロとの戦いを行 うため､2002年 7月 16日､調整された集中的な努力





























事件名 勃発日 終結日 犯人側 要 求 終
結状況浅間山荘事件 72/2/20 2/28 (追われ龍城 ) 犯
人逮捕､人質解放マレー シア米等大使館占拠 75/8/4 8/8 同僚釈放と日航機派遣 釈放､犯
人リビアで投降､人質釈放ボンベイで飛行機乗っ取り 77/9/28 10/4 赤









た｡これらはアルカエダ系テロの特徴である｡04年3月11日のマ ドリー ド列車同時爆破テロ (
















｢ワシン トン発ロイターで次の記事が流れました｡"2月 24 日､米国の諜報機関筋は
米国民を世界的に攻撃す るとのオサマ ビンラーデンの率いるイスラム宗教団体等の声明
を非常に深刻に受け止めていると語った"｡テロの防止には限界があ ります｡ 8月 18日
-ラル ド･トリビューン紙はゲイツ元 CIA長官の論評を掲げています｡"アメリカ国民
はより強力な武器 を使用 してかかる攻撃が更に生ずるのは不可避であるとい う現実に直















(1)政策全体の中のテロ ･核問題の位置づけ.米国における最重要課題 (%)10 (表 2)
年月 生活費税 失業 経済全体 犯罪 医療 教育
テロ 核脅威5/96 ll 13 12
25 10 133/00 13 2 6 13 8 6 (99年-2
)3/02 2 8 18 1 4
7 22 122/03 2 4
34 2 5 4 10 356/04 3 10 13 3 3 27
表 2核の脅威とテロを組み合わせる政策は世論の関心事と一致
している｡(2)軍事
行動の容認 1 (表 3) 年 空からの攻撃 地上攻撃 指導者暗殺98 7
4 57 5402 87 84 66
表3サダム ･フセイン政権崩壊のための軍事力使用 賛成-75%､反対21%､不
明4%12(3)先制攻撃 13 (表4) 年月 しばしば可 時々可 ほとん
ど不可 絶対不可 不明5/03 22 45 17 13 37 4














るやかに結び付いたテロ組織 ｢アルカエダ｣を指 し示 している｡その目的は､世界をつ
くり直すことにあ り､自らの過激な信念を世界中の人々に押 し付けることにある｡イス
ラム過激主義の分派教義を実践 している｡ これ らテロリス トの 目的は､キリス ト教徒､
ユダヤ教徒､そ してすべての米国人を､女性や子 ども､そ して民間人や軍人を区別する










神の道のために､おまえたちに敵する者 と戦え｡ しかし､度を越 して挑んではならない｡
神は度を越す者を愛 したまわない (｢雌牛の章｣190)0
迫害がなくなるまで､宗教が神のものになるまで､彼 らと戦え｡ しか し､彼 らがやめた
ならば､敵意は無用である｡ (｢雌牛の章｣ 193)





















を述べるだけだ" と｡ こ うした考 えは植民地主義者の何百年の悪 しき宣伝の結果であ
る｡イスラム統治の決意を して前進せ よ｡イスラム統治の施政を世界に広めよ｣ 16
これらの点に関して立山良司氏は下記説明を行っている｡
｢カ リフォルニア大学ラボポー トも宗教的過激派が自分達で設定 した防衛意識に基づ
いて暴力行為にのめ りこんでいくプロセスを論 じている｡防衛 とい う心理状況はアル ･
カーイダによる同時多発テロ事件後に多く論 じられた防衛 ジ-- ドの概念に通 じるもの
がある｡イスラム教では世界をダール ･アル ･イスラーム (イスラムの家) とダール ･
アル ･ハルブ (戦争の家)に二分する｡ジハー ドの概念 も戦争の家にイスラムを拡大す
る拡大ジハー ドとイスラムの家を守る防衛ジハー ドに2分 される｡イスラム過激派の多





































































(1)イラク :前向き評価 :選挙実施中､憲法作成中, パ レスチナ :前向き評価 :自由
選挙実施､テ ロとの戦い｡
(2) レバノン :前向き評価 :シリア支配か らの脱却,
(3) シリア :前向き評価 :民衆民主化志向を表明, 批判 :レバ ノン､イスラエル､イ
ラク､パ レスチナの地における暴力志向勢力を依然支持｡ シ リアのケースは深刻｡
- 115-
基盤 (A) IT等の科学技術の視点を踏まえたイスラム問題の現状と今後の展開に関する研究
(4) イラン :批判 :人々は自由と権利を否定している抑圧的政権に忍耐を失いつつある｡
選挙の存在も神権政権の組織化 された残忍性を隠せない｡選挙で選ばれていない小数が
人々の願望を握 りつぶすのを止める時期がきた｡
(5)サ ウジ :前向き評価 :最近の地方選挙で開放に向けての第一歩がなされた｡批判 :
多 くの人が基本的人権を実施することで代償を払っている｡ 3名が平和的請願で現在収
監中｡
(6)エジプ ト: 前向き評価 :ムバラク大統領が憲法改正 し複数政党選挙を行 う決定をし
たことは勇気つけられ る動き｡
要請 :エジプ ト政府は人々に信頼をおくべ し｡民主主義の平和的支持者が暴力下に置
かれる状況下､エジプ トの改革の未来に懸念｡法の支配が緊急立法に代わ り､独立 した
司法が窓意的裁判に代わる日が必要｡政府は市民に選択の自由の約束を実施 しなければ
ならない｡選挙は客観的水準に達 さねばならない｡反対グループは集会､参加､発言に














































その生存が直接脅かされ ると信ずる時以外は核戦争の危険を冒す国もない とみ られる｡
2 :無条件降伏を求めるものでないとい うことを明らかに し､どんな紛争も国家の生存とい
う問題は含まれ ない枠をつ くることが米国外交の仕事である｡
3:侵略国が全面戦争に訴えることに何 らの利益を認めることが出来ないよ うに強力かつ防





た り､国家の存続が脅かされれば核使用もあ りうる｣ とい うことになる｡同じ論理で､
核保有の可能性のある国は ｢無条件降伏を求められた り､国家の存続が脅かされれば核
兵器を求める｣こととなる｡今 日の米国の対イラン､北朝鮮政策を見てみよう｡ ここで
は ｢核兵器の不保持｣ と ｢体制変革｣の 2つを同時に求めている｡ これは核兵器を使用
させないことを求めたキッシンジャーの提言 と明らかに矛盾する｡今何故 ｢国家の生存
とい う問題は含まれない枠をつ くる｣外交が展開されないのか｡
我々は今､北朝鮮､イランに対 して ｢核兵器の不保持｣ と ｢体制変革｣のいずれを優
先 して外交を進めるかの選択にある｡ この点が今 日の核問題の核心である｡ 日本の多く
の人の選択は核保有の阻止を優先 し､体制変革まで望まないことを選択 しよう｡ この時
点で核兵器の保有を認めれば後戻 りできない｡ しか し体制変革は将来実現出来る課題で
ある｡イラン､北朝鮮の核開発の懸念が進んでいる中､これ らの国に対 して軍事的手段
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9 ブ ッシュ政権が早い段階でイラク戦争実施を決意 していた とい う情報 :
･ ライス ｢サダムが政権にいる限 り何も変わらない｡従って我々は彼 を政権の座から排除
するために､あ りとあらゆる手段を用いるべきだ｡ジョージ ･ブッシュが言ったことは､
機会があれば (行動に出る) とい うことです｡サダムは､時に自分で自分の首を絞める
ような行動に出るので､そ うした機会はたびたびあるでしょう｡｣(2000年 10月 12日､
外交問題評議会)
･ ブリクス (スエーデン外相､国連看視検証査察委員会委員長等歴任)｢戦争の証拠 として
大量破壊兵器が選ばれたのは官僚的な理由からであった- ウォルフオウイツツ米国防副
長官が述べたことはよく知 られている｡その他の多 くの理由があったが､米国の世論の
幅広い支持を集めることが出来､米国以外の国 と国連に対 して少 しでも訴求力を持つ可
能性がある唯一の理由が大量破壊兵器の存在だった｡ 9.11前､米国でもイラクが核兵











･ イラクの武装解除は幾つかの目的の一つである｡ この戦争は我々が侵略 し占領せんとし
ているのであ り､これでは我々が話 している自由化は達成できない｡大量破壊兵器だけ
の問題でなく中東における政治地図の再編である｡米国政権のい う民主化､実は米国と












16 ホメイニ 『イスラーム統治論 ･大ジハー ド論』平凡社､2003.10､p.170





21 キッシンジャー 『核兵器 と外交政策』駿河台出版社､1998.4､pp.247-248























ろいろある｡たとえば､エジプ トのアズハルのサイ ト (htp:/www.azhar.org)は前者の代表
例であろう｡また世界青年ムスリム会議 (http://www.wamy.org)やイスラーム諸国会議
(htp:/www.oicl0Ci.org)のサイ トなどもここに分類していい.一方､後者の代表にはいわゆ








そのなかでもとりわけ人気のあるサイ トのひとつが､イスラーム ･オンライン ･ネット
































































によって､バーチャル ･ジハー ドはe-ジハー ド-と拡大する｡
サイバー ･テロの可能性はハッキングにだけ限定されるものではない｡2002年3月に発
見されたコンピュータ ･ウイルスもそのひとつである｡名前をInjustice(あるいはStaple)




















































サイ トがある｡正確な日付は不明だが､おそらく9月 11日事件後につくられたサイ トと思


























る)｡匿各性の高いヤフー ･メールのアカウン トを使っている｡詳 しい住所は記載されて
いないが､国名の欄には米国と記載されている｡ ヤフーのアカウン トは世界中どこででも
つくることができるので､この場合の住所や電話番号は当てにはならないだろう｡さて､
問題はTechnicalContact以下である｡ 住所はマレーシアになっている｡ 実際にサイ トの保
- 126-



























































































































ジのデザインが酷似 している点は注意が必要であろう｡ カーイダおよびタウヒ- ドとジ
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自称カーイダ､正確には ｢アラビア半島カーイダ組織｣のウェブ ･サイ トでは､自分た






親カーイダ系オンライン雑誌としては2002年 1月に第 1号を出した 『アンサール』が
有名である｡ 当初はGeocitiesのサイ トでダウンロー ドするようになっていたが､その後ネ
ダーとの関係が深いJehad.netやJehadonline.orgに正式の置き場所を得たのち (後者は現在､



























る｡ たとえば､自称アラビア半島カーイダ (htp:/ww .hostinganime.com/neda4/sout/)のサイ
























































2004年 9月 16日､ザルカーウイ-率いるタウヒ- ドとジ-- ド団はイラクで米国人 2


























































































































































































ドバイの金融会社タムウイ-ル (Tamweel)社のアールデル ･アル ･シラクイ最高執行責












が688億 5000万 ドル (2300億)を超えたと推計している｡因みに､同報告書の主要点を整
理して紹介すれば次のようになる｡
①GCCの建設支出は688億5000万 ドル (2300億Dh)を超えた｡このうち67.6%の約425億















































































名君との評判の高い ドバイのムハンマ ド･ビン ･ラシッド･アル ･マクトクーム皇太子兼
UAE国防相 (以下では､ムハンマ ド･ドバイ皇太子兼UAE国防相と略す)は2004年 10月








社が当面統括する事業には､ドバイ ･インターネット･シティ､ドバイ ･メディア ･シティ､
ドバイ ･-ルスケア (保健)･シティ､ ドバイ ･ヒュ-マニテアリアン ･シティ､ ドバイ知
識ビレッジ､アラブ ･ラジオ ･ネットワーク､インターナショナル ･メディア ･プロダク
ション ･ゾーン､ ドバイe-ホスティング､ ドバイ ･アウトソーシング･ゾーン､エンパワー
(Empower)､サマコム (SamaCom)が含まれている｡
また2004年10月9日､10日の二日間､ベイルー トで開催された ｢アラブ世界旅行 ･観光
交換会合 (AWm )2004｣に出席したナキール社のワヒド専務取締役は､ ドバイがアラブ
世界ではエジプ トに続く観光市場になったことを明らかにすると共に､ ドバイの観光産業が
多くの投資機会を提供しつつあることを強調している｡因みに､既に見たようにナキール社








度も高まりつつある｡ 因みに､世界観光協会 (WTO)は､ ドバイの2003年の海外からの来
訪者の伸び率が31%と世界一であったと認定している｡ また､ ドバイは2004年10月には､
フランスの観光 ･旅行専門業者のための最大のフェアであるトップ ･レサ (TopResa)2004
で､世界で第4位の目的地に位置付けられている｡さらに､ ドバイは､読者数が200万人を
超えるコンドゥ･ナステ ･トラベ-ユ (CondeNasteTraveler)誌で選ばれた世界の20箇所























































バイのフリー ･トレー ド･ゾーン内には設置されなかったものの､ジュペル ･アリ･フリー ･
























































































































































































































シェイ- ･ルブナ ･--リド･アル ･カシミUAE経済計画相は2005年 3月11日､訪問中
のシンガポールでリム ･フン ･キアング貿易相と貿易､工業､運輸及び同サービス､インフ
ラ開発､石油 ･ガス､教育､観光､投資を対象とする経済技術協力協定に調印した｡また､














その後､オース トラリアを訪問したシェイ- ･ルブナ ･--リド･アル ･カシミUAE経
済計画相は2005年 3月 15日､キャンベラでマーク ･ヴェイル貿易相と会談し､FTA交渉を
開始することで合意した｡二日間の協議を終えたオース トラリアのマーク ･ヴェイル貿易相

























因みに､今回のUAE代表団には､シェイ- ･ルブナ ･ハ-リド･アル ･カシミ経済計画












を集めることになる｣と語 り､新設される "DragonMart"の重要性を強調 した｡
"DragonMart"は､ムハンマ ド･ドバイ皇太子兼UAE国防相の強力な後押 しを受け､総





































品 ･家庭製品 ･宝石 ･玩具 ･時計等の香港企業200社超が参加 した｡
ドバイの中国人数は既に5万人とも6.5万人とも言われている｡ 中国政府はチャイナ ･タ
ウンの開設で､これをまず8万人に増加 し､さらに12万人に拡大することを計画している｡






1 (財)国際開発センター､IDCJ/エネルギー ･環境室､最新情報､｢最近の中東 ･
エネルギー情勢か ら｣､｢観光事業で ドバイを追 うカタール､オマーン～その 1｣､
2004年 10月 12日掲載
2 同上､｢拡大する ドバイのセメン ト産業～ ドバイ発｣､2005年 2月 15日掲載｡
3 同上､｢ドバイの不動産ブームはいつまで続 くのか｣､2004年 11月 5日掲載｡
4 同上､｢観光産業の発展で先行するドバイと巻き返しを図るバハレーン､2004年11月19日掲載｡
5 同上､｢イラク向けの自動車部晶の供給基地化を目指す ドバイ｣､2004年 3月 31日更新｡
6 同上､｢イラク ･ビジネス ･センターを設ける ドバイ｣､2004年 9月 2日掲載｡
7 同上､｢UAEとリビアが事業推進に向け合弁持株会社を設立-｣､2004年 9月 13日掲載｡
8 同上､｢リビアに熱い視線を注ぐUAEのビジネスマン達｣､2005年 2月 16日掲載｡
9 同上､｢米国とのFTA交渉に動くUAE､オマーン､カタール｣､2005年 2月 18日掲載｡
10 同上､｢米国とのFTAの締結の意義を巡 り分裂するアラブ社会｣､2005年 3月 11日掲載｡
11 同上､｢FTA締結はGCC各国に資すると説 く米国｣､2005年 3月 11日掲載｡
12 同上､｢対米FTA交渉にアラブ ･ボイコット廃止は含まれないと主張するUAE｣､2005年
3月 9日掲載｡
13 同上､｢UAEとシンガポールが2005年中にFTA交渉を開始-｣､2005年 3月 18日掲載｡
14 同上､｢UAEとオース トラリアがFTA交渉の開始で合意｣､2005年 3月 18日掲載｡
15 同上､｢さらに強化 されるUAE･中国関係～ ドバイ発｣､2004年 12月 8日掲載｡
<参考文献 >
浦田秀次郎 ･日本経済研究センタ一編[2004]『アジアFTAの時代』､日本経済新聞社｡


































































1960 1970 1980 1990
2000Sen/ices 41.8 45.6 41.1
42 48.4Construction 3.0 3.
4 4.8 3.5 3.4Manufacturlng 8.6 1
4.8 20.2 26.5 32.6*Mini
ng 6.1 6.5 10.4 9.6 6.8Agric











%ofTotalhprt 1960 1970 1999 2
000Manufactured930ds* ** ll.9 84
.6 85.6CmdeOil&Gas*** 0.0
3.9 4.9 5.8PalmOil
1.7 5.1 4.8 2.7Forestry 53 163 17 10
Rubber 55.1 33.4 0.
7 0.7Tin 14.0 19.
6 0.1 0.IOthers **
9.8 3.2 4.1Total(%) 100 100 100 100TotalE叩Ort(RMmilion) 3,633 5,163 3


































USA E&E Chemicals BeverafPS Oth
ersRM894m(70.9%) RM178m(14.1%) RM98m(7.8%) M 91
m(7.2%)Japan E&E Scientific&Machnery Trans











































































































World Malaysla ASEAN ASEA
N+5伊ercentagpofthewo
rld)LandArea 148.6mi1ionsquarekm 0.02 3
,03 9.76Population 6,000mi1ion 0.3
8 9.12 33.33NumberofhtemetUsers 600milion
0.95 3.10 27.00Fixedtelephone 936mi
lion 0.49 2.54 27.78GDPPPP 49,00















Year 1990 1995 2000 2001
2002TotalRMMilion 1,300 3,800 5,910 6,
510 7,151ICTinvestment
tysector(%)Servicesector 7
6 75 77 75 75BankingandFina
nce 39 27 24 26 26Distribution * 8 ll 12 12
Telecormunications
* * 8 9 9Utilities 3
7 4 4 4EducationandResearch
4 3 4 4 4ProfessionalITServices *
4 4 4Transportation * 3 3 3 3
HealthCare 辛 * 1 1 1GoVem en
t 12 10 9 12 12Other
s 18 14 9Manufacturingsector 6 3 13



























ent 95 98 92RubberandRubberP
roducts 86 92 92TransportEquipment - 6
FabricatedMetal - - 94
TextilesandApparel 89 91 94ChemicalandChemicalProducts 90 5
94Non-Metal1icProducts 93 97
100ElectricalandElec





2001 1997 1999 2001FoodandBevera
gps 57 56 61 52 63 66WoodandWood
Products 57 62 47 43 62 66MachineryandEquipment 7 52 80 83
74RubberandRubberProducts
51 53 72 62 52 73TransportEqu
ipment - - 80 - - 83FabricatedMetaト
- 65 - - 79TextilesandApparel
64 52 67 77 68 80ChemicalandChemicalProducts 52 68 55 63 75 71
Non-MetalicProducts 52 70 58 58 75 82ElectriCalndElectronics 7 84 77 7











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 IMFSurvey の2003年 10月 6日号p.285を参照｡尤も､その資産規模の推定は､2,500-










おいて 1兆2,640億 ドル､また､みずほフィナンシャルグループの場合も1兆2,826億 ド
ルに達 してお り､国際的な主要銀行は､資産規模で見る限 り1兆 ドル前後 とい うのが今
日の状況である (2004年 9月27日付の TheWallStreetJournalを参照)｡なお､国際的な





旧ソ連邦地域 との取引等､アングラ･マネー取引の集積地 とい う評価がある一方､イス
ラム･ファンダメンタリズムとのコネクションも取 りざた され ることがある｡また､ ド
- 188-
北村 歳治 イスラミック･バンキング及びファイナンス (IBF)の国際的展開











それでもこれまでにオスマン･トルコ時代の ｢マジャッラ｣､第 2次大戦後のエジプ トに
おける ｢民法典｣､その後のクウェー トの ｢民法典｣､｢商法典｣等が行われたとい う｡そ









て設立され､バー レーンに本拠を置くInternationa1lslamicFinancialMarket,ⅠIFM とい う
IBFの推進を図るNPOがShariahcompatibleなものとして行った(www.iifm.net/)｡
9 出所は2005年4月 23日現在の www.thebanker.com/new｡ IMFのデータによると2003年から
2004年にかけて新興経済国全体の債券発行額は､年に2000- 3000億 ドルの規模に達 し
ているので､イスラミック債の比重はまだ極めて小 さい (おそ らく2- 3%程度のシェ
アか)0
10 2005年4月 27日に国際協力銀行の後援で行われたIBFのセ ミナーでは､このようなコ･




11 2005年 3月 3日付の日経金融新聞の ｢ポジションーイスラム金融 東南アジアに浸透｣
を参照｡なお､シンガポール政府の積極策に応 じるよ うな形で､政府系及び民間の投資
会社等が中近東に進出 し業務提携を行 う動きも始まっている｡
12 マ レーシアやイン ドネシアの書店では､IBFに関する本が目立つようになってきている｡
また､2005 年の春 にオ ックスフォー ドを訪れた際にも､同市の最大の書店である
Blackwell'Sの書棚には､IBFに関する著作が2- 3並べられていた｡
13Heffernan,S.[2005]…ModernBanking'JohnWiley&Sons,Ltd.p.323.この銀行は､確約された
利子を排 し､利益 (損失)分配方式 (profit/losssharing,PLS)の原則に従い､地域共同体














18 HSBCやCiti等がIBFのビジネスを行 う場合､本体ではなく子会社を通 じている｡
19 Heffernan,S.(前掲書)p.331を参照｡
20 インドネシア中央銀行 (2002)､"TheBlueprintoHslamicbankingDevelopmentinindonesia",




行 されているが､その流通市場は貧弱なものにとどまっている｡ (2005年 2月のIMF
Survey, p.38を参照｡)






25 尤も､米国の歴史学者 Dr.T.Friendが主張するように (2005年 6月 28日のシンガポール
におけるEisenhowerFellowshipsConference)､宗教書の原典に対するあまりにも一律的な
解釈 (hypertextualism)の問題は､イスラム教に限ったことではない｡ユダヤ教､キリ
ス ト教等にも大な り小な り存在する｡ しか し､後者においては､金融は既に世俗的な事
柄 として宗教か ら分離 されて しまっているのが現状である｡
26 マレーシアの場合､イスラム教が国教になっているものの､憲法では宗教の自由が保障
され､またイスラム色の強い刑罰等の施行は､マ レーシア連邦憲法によって不可能 と





27 マレーシアは 1997年の東アジア通貨金融危機の後､1米 ドル-3.8マ レーシア･リンギッ
トとい う固定為替 レー トを維持 してきたが､2005年 7月 21日に中国人民元が2%切 り上
げられた際に､管理変動 レー ト制に移行 した｡
28マレーシアの場合､2000年にPDSGuidelines(GuidelinesontheOfferingofPrivateDebtSecurities)
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扱いとなっている｡なお､アラビア語で､halalは ｢許 された｣､haramは ｢禁 じられた｣
を意味 してお り､敬度なイスラム教徒にとって､食材のルールは､多種の食材を使 う日








38 このことは､ 1年取引とい う単純な前提の下では､債券利率が33.3%以内であれば取引
が可能であることを意味するとも考えられる｡たとえば､投資家が資金供与 と引換えに
借手の担保資産を買い取る形で債券を購入 し､一定期間後に反対売買をして資金回収を
行 う場合､当該担保資産の当初の価格 と反対売買時の価格 との差が金利を構成する｡こ
の資金調達の年利率は､この一定期間の長 さに依存す るが､要は資産価格を通 じて金利
と同様の効果をあげることが可能 となると考えられ る｡
39 イスラムの流儀に従えば､両親がイスラム教徒の場合､子供もbornlslam としてカウン
トされるが､ 日本の場合 どうするかとい う問題､イスラム国に滞在 した ときにイスラム
教徒 となる手続きをとる日本人がいるがこれは宿泊上やむをえず とったものか自発的な
のか等の判定の問題がある｡外国でも､例えば､中国当局はイスラム人口を約 1800万人
としていたのに対 し､ロン ドン･エコノミス ト誌は1億 3300万人と報道 した (Economist
の2003年 9月 13日号を参照)｡後者の数字は､英国イスラム評議会 (MCB)の資料に基
づくと思われ るが､ 7- 8倍の違いがある｡仮に中国側の情報に基づ くとしても､新彊
ウイグル自治区の人口は2000年時点で約 1800万人､その うち漢民族が約 3分の 1を占































になり､2003年度までに計 6回の学生意識調査を実施 してきた｡各年度の報告書タイ トル
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年度 調査報告書のタイ トル 主題 調査日程 対象者数 参加
学生数1997SocialSurveyon LifTestyleofUMStudentsinKldaLumpur,ライフスタイルと 1997年10月30
日 42人 4人Malaysia
生活意識 ～11月3日1999SocailSurveyonFamilyandHouseholdofUMStudentsin 家族と世帯 1999年11月4日 124人 10人KualaLum
pur,Malaysia ～11月9日2000Maria野SurveyofUMStudentsinKualaLumpur2000 結婚
2000年11月4日～11月9日 205人 7人2001GeneralSurveyofUMStudentsinKualaLumpur2001 ジェ
ンダー 2001年11月8日～1月 3日 125人 6人2002GenderandSexualitySurveyofUMStudentsinKualaLumpurジェンダーとセク 200
2年10月31日 279人 7人2002 シュアリティー ～11月5日2003Nationandrace(Ethnicity)SurveyofUM StudentsinKuala 国家と種族 (エス














































































店田 鹿文 マラヤ大学学生の意識調査 -1997年～2004年-
年度の国家と種族 (エスニシティ)という主題での調査を進める過程で論じられたこととし
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s1962 UniversitiMalaya (UM)9 kSainsMalaysia (USM)70 Kebngsn alaysia (UKM)1 PrtninPutrM laysia(UP5 TkologiMalysi (UTM)83 IntematonlIlamc nvert laysla(目しIM)4 Utr (U M)9 siSawk(Unrms) ⅠⅡⅢ 1996UniversitiTel
ekom1994 UniversitiMalaysiaSabah(UMS) /MultirediaUniversit
y(MMU)7 edidknSutnⅠdrk SI 舛7 knologiPetro

































































































































































































andfemalestudentsinICTfields;however, the figures inTable3,forexample,




Age 1970 1980 1990
2000Pr血 ry 6+-ll+ 672,898 975,419 1,190,411
1,425,889(47.3) (48.6)
(48.6) (48.6)Lewersecorxlary 12+-14+ 155,641 386,8
65 468,802 620,296(41.1)
(47.8) (49.7) (49.5)Uppersecorxlary 15十一16+ 35,
298 115,562 184,931 365,396
(39.5) (46.7) (51.2) (52.4)Postsecordary 17+-18+ 6,3638 26,
606(45.5) 41,962(58.2) 45,071(66.5
)Coneges 30,582(46.2) 39,688(47.
0)U血eⅠち証ks 19+- 2,513 9,













































































































































































































6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15
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ジャマルッディーン･アフガーニー (1838- 1897)､ム-ンマ ド･アブドウ (1845- 1905)､











幼稚園 3,370 児童のクルアーン学校 3,015
小学校 2,904(普通学校 1,134 イスラーム学校 1,770)
中学校 1,716(普通学校 1,181 イスラーム学校 535)
高等学校 689(普通学校 517 イスラーム学校 172)
工業高等学校 250 養護学校 71





孤児院 338 養老院 54 リハビリ支援センター 82
一般病院 43 産科病院 31 助産院 136 母子病院 110
巡回型診療所 205
3.布教事業､礼拝施設の建設と拡充｡










































































マッカ (メッカ)､マディーナ (メジナ)､モナ- (巡礼者が集る地名)などの名前が位置や











































6 ホスピス :末期患者の心身の苦痛軽減を目的 とする病院｡
ビハー ラ :サンスクリッ ト語で ｢安 らぎの場｣｢僧院｣など､ホスピスに代わる仏教的
ター ミナル施設の呼称｡
チャプ レン :仏教世界での ビハーラ僧､宗教的援助 をす る人｡
7 イブン ･スイーナ- : 現在のイラン､パルフの出身､イスラームの哲学者､医学者｡
イスラーム世界の医師は､単に病気 を治すだけでなく､ハキーム (賢者) として､肉体
と精神面の両面にわたる総合的な学識を要求 され､彼は正にその典型 といわれ る｡『イ
スラーム世界事典』片倉もとこ他編､明石書店､2002年
8 メデカルフォーラム､会長 根本和雄 ･天使大学講師
9 『世界 日報』平成 16年 12月 26日




藤田東久夫､小野 隆彦 サ トー マレーシアの企業特色 (cI)と民族､宗教
サ トー マレーシアの企業特色 (cI)と民族､宗教
一多民族 ･多宗教国家だからこそ成功したサ トー のマレーシア進出-
藤田東久夫+､小野 隆彦 ++
1.はじめに










サ トー がマレーシアに進出したのは1986年である｡ サ トー として初めての海外生産拠
点であった｡その当初の会社規模は資本金300万リンギット､従業員 15人で､出資は100



















































































(十(秩)サ トー ･代表取締役会長､早稲田大学 ･アジア太平洋研究科 ･博士課程在学 :
十十早稲田大学 ･空間科学研究所 ･客員教授､(秩)サ トー ･社外取締役)
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8- 9世紀には下エジプ ト-と広まっていった｡この製法が下エジプ トからさらに南の上
エジプ ト-､また西方のマグリブ ･アンダルス地方-と伝播していくのは､ファーティマ
朝 (909- 1171年)･アイユーブ朝 (1169-1250年)時代の12- 13世紀のことであった｡
上下エジプ トで砂糖きび栽培と製糖技術が本格的に発展していった結果､マムルーク朝


















第 1節4 ｢砂糖きびとその圧搾所 (ma`sara)についていえば､それらは土地柄や地方に















ユ (al-baqlata1-bamqa')も芽を出すので､中耕 (`azq)を行う｡ アズクとは､土を掻いて
きびと一緒に生えたもの 〔雑草〕を取り除くことである｡ この作業を砂糖きびが茂って強






































エジプ トではこれを ｢ひこ生えのきび｣(khilfa)といい､ 1年目のきびはラース (ra'S)
と呼ばれる｡ ひこ生えのきびからとれる粗糖 (qanda1-khilfa)は､概して1年目のきびか
らとれる粗糖 (qandaトra'S)より上等である｣｡





こには [切断用の台]ワタラ (watara)と薪 (batab)があり､また大きな刃一長さが2/3































つの壷 (キ ドル)が必要である｡真鈴製の釜 (ダス ト)-それぞれのダス トには､上部に
丈夫な木製の握 りがあり､男たちは釜の熱さをさけるためにそれをつかむ-で煮沸した
後､マジュラブ (majlab｢集められたもの｣の意味)と呼ばれる煮汁は､底に穴を開けた､

















キンタール (675-1,125キログラム)であり､糖蜜 (アサル)は8-12キンタール (360
-540キログラム)である｡ 結局､ 1フアツダーンの砂糖きび 〔畑〕から得られるのは､
3ダリーバである｡ つまり粗糖と糖蜜 (カ トル)〔用の液汁〕が2.5ダリーバ､ハ-ビヤ
糖蜜 〔用の液汁〕が0.5ダリーバである｡ 1ダリーバ 〔の液汁から得られる粗糖と糖蜜〕
は､エジプ トの重量で24キンタール (1,080キログラム)である｡ 質の悪いきびで､煮沸
しても凝固せず､カンドにならない糖蜜は ｢先送り｣(mursal)と呼ばれる｡






ている｡ 同じ海岸地帯 (a1-Saw弛il)でも､トリポリとベイルー トとアッカーでは互いに異
なり､植え付けや圧搾の用語法も異なっている｡また水力や牛力による石臼で絞るところも














せば､きわめて純度の高い白砂糖となる｡ そしてクタ-ラはカ トル ･アルナバー ト (qatr












3 本文中､( )は用語の原綴りや説明､〔 〕は訳者による補充を意味する｡
4 節の番号は､私が仮につけたものである｡
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佐藤 次高 ヌワイリー の砂糖きびの栽培法と砂糖の製法
5 Muqalqila (pl.muqalqilat) は､砂糖きび栽培の拡大にともなって開発 された大型の型であ
る (Sato,SlateandRuralSociely,207)
6 ウンブ-バは砂糖きびの節から節までの長さを表す｡
7 エジプ トのコプ ト暦によれば､｢春のはじめ｣とは､パルマハー ト月 (西暦 2月25日-3月26日)
の初旬に相当する｡佐藤次高 『中世イスラム国家とアラブ社会』山川出版社､1986年､304頁｡
8 Mabalは畜力による回転式の揚水車であり､校訂者も注 (1)でサーキヤ saqiyaと同義語である
としているOこれについては､以下の文献を参照｡H.Rabie,HSomeTechnicalAspectsofAgriculture
inMedievalEgypt,"inA.L.Udovitched.,TheIslamicMiddleEast,700-1900(Princeton,1981),71.





























































イブン ･アルハ-ツジュ (Ibna1-tlaj,737/1336年没)は､その名をアブ一 ･アブ ド･













カイロ-来任した後のイブン ･アルハ-ツジュは､アブ一 ･カースイム ･ウバイ ド･アル







略記)｡ベイルー ト版の第 1巻は ｢知識を求めること｣｢休浴｣｢衣服｣｢食べ物｣｢女性がマ
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備えているといえよう｡ ヌワイ リー (733/1333年没)とイブン･アル--ツジュ (737/1336
年没)は､共にスルタン ･ナースイル (在位 693-694/1293-94,698-708/1299-1309,709-
741/1310-41年)治下のカイロで活躍したマムルーク朝時代の代表的知識人である｡
<翻訳 >



















































佐藤 次高 イブン ･アルハ- ツジュによる砂糖精製所の実態
















6.カ トル ･アルナバー ト (qatral-nabat)22について｡
彼ら (砂糖商人)にはまた別のごまかし方 (ghishsh)がある｡それはこうである｡ 一般
に､新鮮な砂糖 (tari)は､古い砂糖とは異なって､好ましいものである｡ いっぽう古い砂
糖は好ましくないものである｡ 買い手がやって来て､壷 (qudar,qidrの複数形)のなか
にカ トル ･アルナバー トを見つけたとする｡彼がそれを買おうとすると､彼らはそれを古い









































































































がカイ ロ市中を巡 り､これには数多 くのムス リムが見物に出かける習慣であった｡
8 佐藤次高 ｢ヌワイ リーによる砂糖きびの栽培法 と砂糖の製法｣(『イスラム科学研究』 1
(2005)､pp.69-75)0
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佐藤 次高 イブン ･アルハ- ツジュによる砂糖精製所の実態
9 この章は全 8節か らなっているが､節の番号は便宜上訳者がつけたものである｡
10 著者は､前章で病人が薬 として用いる各種の砂糖入 り飲み物 (sharab)について論 じて
いる (al-Madkhal,4:143-150)0
11 カン ド (qand)は､砂糖きびの搾 り汁を 1回煮沸 して得 られる黒色の粗糖を意味する｡




p.94; 佐藤次高 ｢ヌワイリーによる砂糖きびの栽培法と砂糖の製法｣『イスラム科学研究』 1
(2005)､p.73.
12 先に紹介 したヌワイ リーの記事にも ｢バイ ト･アルタアリーク｣の語はなく､その実態
は不明である｡
13 ヌワイ リーは､煮沸後の砂糖は､｢滴 りの家｣(bayta1-Sabb)にしばらく置いた後､｢寝か
せの家｣に移 されると､述べている (佐藤 ｢ヌワイリーによる砂糖きびの栽培法｣､p.73)｡
14 文脈からすれば､これは粗糖 (カン ド)である｡
15 ヌワイ リーによれば､ハ-ビヤ (kh豆biya)は 1000キログラム以上の液汁が入る大きな
壷で､ 2度 目の液過を行った後で煮沸 し､煮汁は大きな壷 (ヤクティーン)に移 される
とある (佐藤 ｢ヌワイ リーによる砂糖きびの栽培法｣､p.72)0
16 グサーラは､一般には ｢汚れた洗い水｣を意味するが､ここでは ｢汚れた洗浄水を含む
砂糖きびの搾 り汁｣を意味 していると思われ る｡
17 ヌワイ リーによれば､ウブルージャ (ublBja)は､底が狭 く､上が広い陶器の入れ物で
あり､その大きさは 1キンタール (45キログラム)より多いこともあれば､それより少





18 ヌワイ リーは､｢粗糖 (カン ド)は､固まって縁が白くな りかけたら､砂糖精製所-逮
ばれ､水と牛乳(al-1abanal-balib)を加えて煮沸すれば､白砂糖 (al-sukkaral-bay叫)が得
られる｣と述べている (佐藤 ｢ヌワイ リーによる砂糖きびの栽培法｣､p.74)｡
19 砂糖きびを搾ってできる液汁を一度煮沸すると､粗糖 (カン ド) と糖蜜 (アサル)得ら
れるので､カワームとはこの糖蜜を指す もの と思われ る｡
20 ここでの u`yh (`aynの複数形)は､ラクダや羊などの家畜を意味している (W.E.Lane,
Arabt'cEnglishLexicon,vol.5,p.2216を参照)｡ したがってma$lal-`uyh は､家畜の乳から
チーズをつ くるときに分離す る乳梁を意味 しているもの と思われ る｡
21 十分に精製 されていない黒砂糖を赤砂糖 と表現 しているものと思われる｡
22 ヌワイ リーによれば､粗糖 (カンド)に水と牛乳を加えて煮沸すれば白砂糖と上質の糖蜜
(クタ-ラ)が得られる｡ さらに煮沸を繰 り返せば､きわめて純度の高い白砂糖となり､ク
タ-ラはカ トル ･アルナバー トに近づ く (佐藤 ｢ヌワイ リーによる砂糖きびの栽培法｣､
p.74)｡現代のシリアでも､最高級の氷砂糖をスッカル ･アルナバー トと呼んでいる｡
23 ハ ツラーフは､｢ズィンマ とは､人間が他者に対する権利を賦与 され､他人のために義
務を賦課 され ることを可能な らしめる人間の生得的資質のことである｣ と定義 している
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基盤 (A) IT等の科学技術の視点を踏まえたイスラム問題の現状と今後の展開に関する研究
(アブ ドル ･ワッハーブ ･ハ ツラーフ著 ･中村康治郎訳 『イスラムの法』東京大学出版
会､1984､pp.178-9)｡たとえば債務者はそのズィンマ (責務)において債務を履行す
る (J.Schacht,AnIntroductiontoIslamicLaw,London,1964,pp.144-145)｡イブン ･アル
ハ-ツジュがい うkhalasdhimmatihi とは､ある人物が負 う ｢責務の解消｣を意味してい
るものと思われ る｡
24 イスラーム法の規定によれば､ヒジュラ暦 15歳で成人 (bulum)に達 した､正常な精神
のムスリムには､礼拝や断食などの行為義務が課せ られると同時に､契約を締結 ･解消
する能力ももつ者 とみなされ る｡ このような行為能力者をムカ ッラフ (mukallaf)とい
う (Schacht,AnIntroduction,p.124)｡
25 多くの場合､ワ-ジブとフアル ドは同義に用いられるが､ハナフィー派は理性によって
義務 とされる行為をワ-ジブ､コーランやスンナによって義務 とされ る行為をフアル ド
とよんで区別 している (日本イスラム協会監修 『新イスラム事典』平凡社､2002年､
p.426)｡
26 『入門』第4巻 ｢紙職人の目的についての章｣(Fa!lfiNiyatal-Warr豆q,pp.79-83) 0
27 IbmMaja,Sunan,a1-muqaddima(15);a1-Tirmidhi,Ja-mi`al-Sabl-b,Kitaba1-`Ilm(16).イブン･
マージャ (824-826年)が伝えるハディースには､｢私の死後､私のスンナを蘇らせてくれ


































































































イシュ)を車で移動するしかないが､政府は東はポー トサイ ドから西はマルサ ･マ トル-








































ここでは､アレクサンドリア以外のデルタの主要都市と遺跡を扱 う (図3)｡ 東西デル




















































































































12 マルサ ･マ トルーフから､デルタの海岸べりを通り､北シナイに至る1050kmのハイ
ウエイ建設をめざすものである｡これらのうち､東西両地区は既に完成 しているが､



































21 イスマイリーヤ博物館は､革命前は外国人のみに公開されていた｡ポー トサイ ドとタ
ンタの博物館は現在改修中｡エジプ ト政府は､マンスーラにも建設を計画している｡
22 "Openairmuseum",AWOno.526,2001.









































































































































































































































1 吉村作治､長谷川奏 ｢エジプ トにおける文化財の保存問題一大カイロ圏の事例-｣『日
本中東学界年報』 日本中東学会､No.18-1､2003年､pp.215-226｡吉村作治､長谷川奏
｢ェジブ トにおける文化財の保存問題-ルクソールの事例-｣『ェジブ ト学研究』vo1.12､





3 1930年代にアフマ ド･フアクリーが調査 したジェ ド･アムン ･フ ･アンクと彼の息子の
墓､また2000年にザ- ヒ一 ･ハツワースが調査 したジェ ド･コンス ･フ ･アンクの墓な
どがその代表である｡彼 らの実態は､大土地所有者かあるいは大商人であったと考えら
れている｡
4 マスコミには､1999年にこれ らの発見が報 じられ､同年より本格的な調査が進行 してい
くことになった｡Hawass,Z.,ValeyoftheGoldenMummies,Cairo,2000
5 アル=ハイズは､1930年代から1940年代にかけて､アフマ ド･フアクリーが調査した経
緯があり､先史時代 とローマ時代の複合遺跡 として知 られる｡Fakhry,A.,Bahriyahand
Farafra,2003(Firstprinting1973),Cairo
6 Jackson,R.B.,AIEmpirekEdge:ExploringRomekEgyptianFrontier,London,2002
7 文化遺産のデジタル化潮流に関 しては､吉村作治､長谷川奏 ｢中東文化遺産の公開手法













長谷川 奏､吉村 作治 エジプ トにおける文化財の保存問題 -オアシス地域の事例-
















化 し､北側に移築する手法を決定した｡修復の予算規模は2000m.LE (約 6億円)であり､
1999年には､アラブ ･コン トラクター社がこの事業を請け負っている｡ しかしながら､神
殿石材の45%は十分な強度を保っておらず､塔門の分解中に､既に多くのブロックが崩



















濃 谷 封葦 秦 ､ 雷 相 棒 治 工 が プ 雛 壷こお をす る 文 屠臨財 殿 保 存 問 題 - オアシス地域の挙例-
写真 7
基盤 (A) IT等LIT)科学技術 の視点を踏 ま え た イ ス ラ ム 問 題LT.)現状と今後とIl車間に関する研究
写
吉村 作治､長谷川 奏､小野 隆彦 古代の医術と医療器具
古代の医術と医療器具
-エジプ ト･ルクソールの地方博物館から-



































































































吉村 作治､長谷川 奏 中東文化遺産の公開手法とデジタル化
中東文化遺産の公開手法とデジタル化
-フランス ･ルーブル博物館 -




























































吉村 作治､長谷川 奏 中東文化遺産の公開手法とデジタル化
































(+早稲田大学 ･人間科学部 ･教授､十十早稲田大学 ･エジプ ト学研究所 ･客員助教授)
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基盤 (A) IT等の科学技術しっ視点を踏まえたイスラム問題しっ現状と今後tT)質問に関する研究






















電子政府 (e-Govemment)､④電子取引 (e-Business)､⑤電子厚生 (e-Health)､⑥電子文化
(e-Culture)､⑦先端技術輸出振興 (ICTExportInitiative)などを目標としている｡ これらの
- 283-










































CULTNATは､上記の 7つのプロジェク トに加え､｢WEBに見る永久なるエジプ ト｣
("EternalEgyptontheWEB")を進める. これはファラオ時代からイスラム時代までの文化
遺産を対象として､WEBを通じて､2-D画像による基本情報を検索できるもので､アラビア















































3 中東域は概 して都市 と地方の格差が大きく､インフラの整備 も困難 といわれるが､同計










6 プロジェク トの成果報告には､MCIT(BibliothecaAlexandrina& CULTNAT),Cairo,19thand
201hCenturyArchitecturalHeritageofDowntownAreaという名のCD-ROM版があるQ
ー 286-


























ハル地区の修復に際 して､マ ドラサやワカーラなどの分布調査にも利用 されている｡








* 早稲田大学 ･国際教養学術院 ･教授
Professor,SchoolofIntemationalLiberalStudies,WasedaUniversity





























































































































































































































































































































































































































念､学部4部門 (法経 ･芸術 ･工学 ･IT)と大学院から成る構成､各部門の役割などが草案
された｡

























































































































































































































フォーラム ･パネル講演､ITUジャーナル vol.34､ no.2､ 2004､ pp.27-29
3 高橋､"マ レーシアのインターネ ッ ト事情"､ラウンドテーブル､ITUジャーナルvol.32､
no.2､ 2002､ pp.48-52
福井大学 ･工学部 ･教授､マルチメディア大学 ･教授
Professor,UniversltyOfFukui&Professor,MultimediaUniversity
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池畑 光浩､及川 靖広､永野 桃子､山崎 芳男 コミュニケーション ･エイ ドとしての管楽器
コミュニケーション･エイドとしての管楽器
:電力の供給を必要としない音声合成器

















? ? ? ? ?
?? ?
? ?
? ? ? ?
?
? ?
? ? ? ?
? ??? ? ?
? ? ?? ? ? ???
? ? ? ?
? ?






? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ?? ? ?
? ? ? ?
? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?
? ?
? ? ? ?





? ? ? ? ? ? ?




? ? ?‥ ? ????
































池畑 光浩､及川 靖広､永野 桃子､山崎 芳男 コミュニケーション･エイドとしての管楽器
図2 人間の音声発生モデル
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なお､ トー キング ･エイ ドとシンギング ･エイ ドのどちらがより高次のものであるかと
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